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雑 報
◎いて座に第八新星空見　近着
の・・一ヅー程工院プレテン第843號｛こよ
れば，ミス・カノン（Miss　A・　J・Cann・n）
はい鷹星座（：　・一つの新星な獲見しナこSい
ふ．位置は，（1900年の分黙で），
　赤糸墾＝18h　llm　12s　赤糸童＝、　＿23e40／3
であって，天の冬至黙の東3度弱の所で
あろ・報告によるミ，1926年7月16日以前
の爲翼脚こは現はれてるないから，確か
に，13等級以下であっナこに相違ないのだ
が，同年7月30日の痢翼にに俄然8．6等級
のez　icして出現し，其の後漸次嚢へて．
同年9月27日にば13等以下に落ちて了つ
71。スペクトルは未知である・
　認れ匡いて座に今までに獲見されすこ第
八番目の新星である・この序でに，下に
此のいてu．庄の新星の一賢表を掲げる・
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　悉く之等ばハーヅードの爲眞板上に獲
見され7；ものである．別圖ば此等の星の
大艦の位置な示す．此の邊りに銀河の中
であって，從って，今後も二一ビ新「新
星」が獲見されるこtであらう・
翻ベル二一二重星團の覗差ヵ
シナペア電ぺ1レセ書の間の銀河中に，肉
眼にも明らかに見える此の二つの星團の
距離については以前から種々の推定が出
ばれ一てるるカミ，最近の二三の結果1こよろ
s，覗差か，
　ラープ（Raab）r氏　i　it　　　　O．，，OO．Pユ
　B’　iiグ（1）．　Doig〕氏　　　　　　0．ooo．O
　パンネクーク（1）annekoeck）」eeO．002
ピ出してみるが，近頃）iク天交織で
　トランプラー（R。Trumpler氏ば
　　　　　　　　　　　　　0／10044
sいふ撒値：な得7；．しかし之れ［t．H團の
二二EK［tあろ大質量のA型星の光輝から．
算出し象のであって，多少大き過ぎろ
きらひがあろ・や1割り此の星團の親差ε
し’（　（i　O．”003或匡以れ以下ビ見ろのを穏
當E：する・故に距離ばほy“400パ＿セ〃
師ち1000光年前後であろ・
醗ばくてう　ms　61番星の建無軌
道此のrはくてう座61番星」s呼ばれ
る星ば，固有蓮：動が毎年5．”3もあるEい
ふ（国入世紀末Leアジ（G・Piazzi）獲見）の
で全天の星の第六番目にあるし，y，親
差が0．n306（」838年にベセ・レBesselが最
初の覗差；を・測つナこ）なので，全天の星の中
で第十一位の近距離の星であるが，1753
年プラドレイ　（∫ames　Bradley）が二重：星
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7こるこε）要覧見し，　；其の後・　マイヤー
（Chrlstian　Meyer），ハーシエ，ソ（W・Her－
she1），　べ＝セ♪レ等カミ観浬哩し，　1ξ凱2年にばベ
セ」Vが・ニウ1・ンの引力論か用みて，此
の二重星の相亙回韓辺期［工ほs“460年で
あるtしナこ・其の後　スDレーごW・
Struve）等が非常に精密に翻貝1なやつアこ結
果，二つの星が殆んご弔行に動いてみる
程なので，前記ベセルの週期itむしろ
500乃釜600年に近1い電なつナこ．Sころ
が1878年i：佛國フランマリすン（CamiUe
Flammarion）に昔しからの纏ての灘露な
調査し隔て　遂に「此の一1封（つい）の星匡
相互に軌道迄：動なしてみない」ぜ言った
；（もある．1883年t：　ltペテrレス（Peters）
が叉軌渣の計算な試みて，週期783年S
いふ結果庖r得た．それから後＞1905年，
バーナム（S・W．Burnham）がかの有名な
「二二：重星穂目録」（General　Cataユogue　of
Double　S亡ars）な出版し六時，叉，此の星
為研究して，」P　（tり此の二呈は只直線蓮；
動のみ彪やつてみる特殊型のものSし
しs．座が星や，へびつか顎座36番星，さ
っかめ座53番上等な皆髭の類Sし7こ・
　最近，　フランス囲べ一ズ（工）．］3aize）が
1821年から1926年までの観測から算：出し
ブこ所にようホ可なり見事な凹面軌道で
あって，興の軌溢要素（t
　近星黒占通過礎書写切一・・一一一・…　1978年頃，
　長径の位置角．・…一…・・…・159度，
　軌溢面の傾斜角………45度ぐらゐ・
　軌道楕圓の離心寧・…………o・oユ3，
　長磯回の長さ　…………・・…・32・”8，
　週　期…・一一・・…・………756年，
　　回興し工……………・響・……・・一逝行，
曲れで見ろ定，弓勢に珍らしく圓形に近
いもので，其の長勤学の大きなこビば，二
重星全艦中の第一位である．因みに，之れ
に択ぐ大きさの長牛径な墨げて見るs，
　　順　　　星　　名　　　　長孚径
　　1　　はくてう座61番星　　3，2tr8
　　2　　センタウル座ア■　　17．7
　　3　　 カシコ雷暉ペア座コ＝P星　12．2
Eいふ順序である・
　此の蹴くてう座61番星の軌遙：の大きさ
ば，我が太陽系の大きさ（海王星の軌道）
の約107倍亡なるわけである．
㊥太陽黒霜野ラヂオ来閃ラヂナ
乱丁院（lnstitute・f　Radi・Engineers）に於い
てU・ヵ＿ド（G．W．　P三ck島rd）氏が獲表し
すこのに嫁るS，太陽黒潮が檜ぜば放送ラ
ヂオの薙坂ば悪くなるが，34メート｝レ前
後の短波のもの匡却って好くなろSいふ
罵れば先頃のロンドンごニウヨー〃Sの
間の長距離無線電話試瞼に，長波ε短波
ミた同時に使用して得ナこ経験であろ由・
　U’カt・・一ド氏ば早くから太陽黒黙や地磁
窺嵐やラヂナ聴取歌態葎研究し　疎に
1926年三月収來匡シカゴ市のWBBM放
迭局から出ろ波長226メー51vの電波奄
試遺しずこ結果，来國海岸測地局（U．S・
CQa t　and　Geodetic　Survey）がメ1」一ラン
ド州チエレテナム（Chel亡enham）に経螢し
てみる磁氣心慰所の示す地磁氣憂垂療：其
の時のラヂオ飛i取下司書の問にば密接な
關係があるこご遜r知つナこ・但し・ピカー
ド氏の言登書でろ所によれば，毎月弔均の
値：にば此の關係が明らかでないが・毎週
の平均か取って見るミ，『太ら．黒燃活動の
増加すろ時用地磁氣嵐が面し　ラヂす
賠取に悪くなる．』氏ば叉，曰く，．ラヂォ
聴取S照雨亡の間にば大しナこ關係it無い
らしい・何ビなれば，太陽活動や，磁氣
嵐に，全く世界共通の事件であろが，天
命Sいふものばごぐ一地方的のものあっ
て，全世界の細田状況だ分析して見る
亡，太陽黒勲ざ氣象iSの川町li［，或ろ地
方でば存在し又他の地方で1工存在しな
いなご，　まち々々であろ．……叉，WBB
M局の臼取懸態ばヨーロッパの諸所の嘉
納局の聴取状態亡ほy“同じである．一般
に言へば，ラヂナ隠坂1工．太陽黒絃や黒
黙群が太陽颪の斤正面中央にある時に最
も著しく影響される』S・
醗聡、A．鼠金牌ぽシレシンジや
激授へ去る二月＋一日英國の・一ヤ
ル天文脚継の定期穂會に於いて，例年の
通9，學界の功勢者に囎られろ金：牌ば・
来國工一rV大圏天丈台長シレシンッア
（F．Schlesingerノ敏｝受1こ囎られナ1・　u一ヤ
］レ學倉長y“一ンス（∫，H・Je・nr，）rv・［／・・■・v
シンジア氏の「恒星日差の醗究及び天子
爲眞術の山回」に關する推賞鋲説をした
由．
